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平
成
23
年
の
神
奈
川
施
保
連
第
43
回
定

期
総
会
が
７
月
３
日(

日)

か
な
が
わ
県
民

セ
ン
タ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
期
総

会
に
先
立
ち
、
全
員
で
東
日
本
大
震
災
の

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。

定
期
総
会
は
嶋
田
副
会
長
を
議
長
に
選

出
し
、
規
約
の
規
定
に
よ
り
代
議
員
の
過

半
数
の
出
席(

委
任
状
も
含
む)

を
確
認
後

次
第
に
沿
っ
て
議
案
に
審
議
に
入
り
ま
し

た
。議

案
１
「
Ｈ
22
年
度
活
動
報
告
」
は
大

矢
常
任
理
事
が
報
告
し
、
議
案
２
「
Ｈ
22

年
度
決
算
」
は
上
村
会
計
担
当
が
報
告
を

し
た
後
、
「
同
監
査
報
告
」
を
宮
原
監
査

役
が
行
い
ま
し
た
。

Ｈ
22
年
度
の
活
動
報
告
、
同
決
算
報
告
・

監
査
報
告
は
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
議
案
３
「
Ｈ
23
年
度
活
動
計
画
」

は
岩
本
施
保
連
会
長
が
報
告
、
提
案
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
今
年
度
は
高
齢
化
と
地

域
移
行
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
、
障
が

い
者
総
合
福
祉
法
の
中
に
お
け
る
入
所
施

設
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
存
続

へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
主
要
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
案
は
願
化
会
計
担
当
が
行
い
、
Ｈ

23
年
度
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
議
案
５
「
Ｈ
23
年
度
の
役

員
・
理
事
選
出
」
を
行
い
全
候
補
者
は
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
副
会
長
に
就
任
し
た
金
子
晋
一

氏(

恵
和)

、
松
沼
碧
氏(

み
ず
さ
わ)

、
新

た
に
理
事
に
な
っ
た
湯
田
謙
介
氏(

素
心

学
院)

、
山
口
重
裕
氏(

福
田
の
里)
、
石

田
昌
代
氏
（
DIA
の
会
）
の
各
氏
が
自
己
紹

介
を
行
い
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

神
奈
川
施
保
連
の
Ｈ
23
年
度
の
活
動
計

画
、
予
算
等
に
つ
い
て
は
保
護
者
会
代
表
、

総
会
代
議
員
を
通
じ
、
詳
細
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
Ｈ
23
活
動
計
画
の
骨
子

◇
各
保
護
者
会
等
の
課
題
へ
の
取
り
組

み入
所
施
設
の
課
題
整
理
と
あ
る
べ
き

施
設
像
の
議
論
と
合
意
づ
く
り
、
特

に
高
齢
化
対
応
と
地
域
移
行
へ
の
対

応
へ
の
取
り
組
み

◇
情
提
供
等
で
の
保
護
者
会
活
動
活

発
化
支
援
の
取
り
組
み
強
化

理
事
会
活
動
、
広
報
活
動
、
研
修

活
動
等
の
充
実

◇
他
障
害
団
体
、
地
域
内
関
係
者
と

の
連
携
推
進

左
記
の
ご
と
く
全
施
連
の
全
国
大
会
が

９
月
13
日(

火)

〜
14
日(

水)

に
千
葉
市
幕

張
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

神
奈
川
施
保
連
で
は
近
隣
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
で
す
の
で
、
全
国
か
ら
参

加
さ
れ
る
同
じ
よ
う
な
思
い
を
持
つ
家
族

と
の
交
流
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、

神
奈
川
県
か
ら
八
十
名
の
全
国
大
会
参
加

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
参
加
費
の
五
千
円
を
神
奈

川
施
保
連
が
負
担
を
し
ま
す
の
で
、
大
勢

の
ご
家
族
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
施
保
連
定
期
総
会
開
催

神奈川施保連
ホームページ開設

神奈川施保連では6月の理事会

にて承認され、神奈川施保連ホー

ムページを開設いたしました。

アドレスは右記を参照ください。

第７回 全国知的障害者施設家族会連合会全国大会 in ちば

開 催 要 項
■開催趣旨
私たちは、障害を持つ子らが安心して生活の出来る場を求めてき
ました。
親亡あと、高齢になったわが子らの姿も気がかりです。
障害福祉のあり方・今後の全施連の活動などについて全国の仲間
と集い、交流を深め研究討議することを目的とします。

■開催テーマ
考えよう！わが子らが安心して暮らせる場を

■主催
全国知的障害者施設家族会連合会
関東ブロック知的障害者施設家族会連絡協議会
千葉県知的障害者入所施設家族会連合会

■後 援
千葉県・千葉市・（福）千葉県社会福祉協議会・（福）千葉市社会
福祉協議会・（財）全日本てをつなぐ育成会・日本障害者協議会・
千葉県知的障害者福祉協会・千葉県手をつなぐ育成会・千葉市手を
つなぐ育成会・千葉県自閉症協会・（株）千葉日報社・（公財）千
葉日報社福祉事業団・（福）千葉県共同募金会

■期日及び会場
平成23年9月13日（火）～14日（水）ホテルニューオータニ幕張

■参加費 大会参加費 ：5，000円
交流会参加費：7，000円（希望者のみ）

全
施
連
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ



定
期
総
会
終
了
後
に
筑
波
大
学
大

学
院
教
授
の
小
沢
温
教
授
か
ら
「
障

害
者
福
祉
制
度
改
革
の
今
後
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

一
．
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に

至
る
ま
で

◆
障
害
者
自
立
支
援
法
は
施
行
３
年

後
の
Ｈ
21
年
に
見
直
し
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
た
法
律
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
Ｈ
20
年
に
は
そ
の
改

正
法
案
は
出
来
て
い
た
が
、
自
・
公

か
ら
民
主
と
い
う
政
権
交
代
が
あ
り
、

国
会
で
審
議
が
で
き
ず
廃
案
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
Ｈ
22
年
12
月
に
な
り
、

自
民
・
公
明
案
に
民
主
が
乗
る
形
で

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
法

案
が
国
会
で
成
立
し
た
。
こ
れ
は
障

害
の
谷
間
で
対
象
外
に
な
っ
て
い
る

人
た
ち
の
救
済
や
GH
／
CH
の
家
賃
補

助
等
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
で
、

新
し
い
障
害
者
総
合
福
祉
法
が
で
き

る
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
法
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
新
し
い
障
が
い
者
総
合
福

祉
法
が
い
つ
国
会
で
成
立
す
る
か
に

よ
っ
て
は
障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃

案
と
新
法
へ
の
移
行
に
問
題
が
生
じ

る
大
き
な
懸
念
が
あ
る
。

◆
一
方
、
Ｈ
21
年
度
に
設
置
さ
れ
た

「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」

は
従
来
の
官
僚
主
導
の
組
織
で
は
な

く
、
半
数
が
障
害
当
事
者
で
構
成
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
調
整
役
が
不
在

で
あ
る
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
が
入
所
施

設
廃
止
を
主
張
す
る
も
の
及
び
身
体

障
害
者
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

知
的
障
害
者
に
と
っ
て
は
初
め
か
ら

問
題
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

◆
さ
ら
に
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
体
制
は
法
律
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

閣
議
決
定
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
障

害
者
福
祉
に
関
し
て
は
、
別
に
法
律

に
基
づ
く
審
議
機
関(

推
進
会
議
よ
り

い
わ
ば
上
位
に
あ
る)

が
設
置
さ
れ
て

い
る
た
め
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
。

二
．
推
進
会
議
の
第
１
次
意
見
に
つ

い
て

◆
推
進
会
議
の
第1

次
意
見
で
は
障
害

者
基
本
法
の
抜
本
改
正
、
障
害
者
差

別
禁
止
法
お
よ
び
障
が
い
者
総
合
福

祉
法
の
制
定
、
な
ら
び
に
関
係
分
野

に
お
け
る
問
題
の
検
討
が
提
言
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
制

定
に
係
わ
る
差
別
禁
止
部
会
は
こ
れ

ま
で
開
催
が
２
か
月
に
１
回
で
あ
っ

た
が
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
速
め
て
い

る
。

「
関
係
分
野
に
お
け
る
問
題
の
検
討
」

で
最
も
困
難
と
思
わ
れ
る
の
は
「
教

育
の
分
野
」
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
を
め
ぐ
る
文
部
科
学
省
と
の
対

立
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

三
．
障
が
い
者
制
度
改
革
の
今
後
の

工
程
に
つ
い
て

◆
平
成
23
年
度
に
は
「
障
害
者
基
本

法
の
抜
本
的
改
正
法
案
」
が
国
会
に

上
程
さ
れ
て
、
成
立
す
る
予
定
で
あ

る
。こ

れ
は
「
障
害
者
権
利
条
約
」
と

の
整
合
を
図
る
も
の
で
あ
る
が
、
両

者
の
間
に
は
ま
だ
ま
だ
溝
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

Ｈ
24
年
度
に
は
「
障
が
い
者
総
合

福
祉
法(

仮
称)

」
を
提
出
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
推

進
会
議(

総
合
福
祉
部
会)

が
今
年
８

月
末
ま
で
に
法
案
の
骨
子
に
つ
い
て

意
見
を
出
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
Ｈ
25
年
度
に
は
障
害
者
自

立
支
援
法
の
廃
止
、
障
が
い
者
総
合

福
祉
法
の
施
行
・
障
害
者
差
別
禁
止

法
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」

に
つ
い
て
は
議
員
立
法
で
今
年
６
月

に
成
立
し
、
来
年
12
月
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

四
．
「
障
害
者
権
利
条
約
」
の
条
文

に
つ
い
て

◆
こ
の
中
で
特
に
知
的
障
害
者
に
関

係
あ
る
条
文
は
第
19
条
「
自
立
生
活

及
び
地
域
生
活
へ
の
包
含
」
で
、
自

立
生
活
へ
の
権
利
保
障
を
規
定
し
て

お
り
、
こ
れ
が
入
所
施
設
の
位
置
づ

け
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

五
．
推
進
会
議
の
第
２
次
意
見
に
つ

い
て

◆
第
２
次
意
見
で
は
障
害
者
基
本
法

に
盛
り
込
む
べ
き
重
要
な
理
念
と
し

て
「
社
会
モ
デ
ル
を
踏
ま
え
て
障
害

の
考
え
方
」
「
障
害
者
権
利
条
約
に

お
け
る
地
域
社
会
で
生
活
す
る
平
等

な
権
利
の
確
認
」
な
ど
を
求
め
て
い

る
。一

方
、
厚
生
労
働
省
の
障
害
者
基

本
法
改
正
案
で
は
「
す
べ
て
の
障
が

い
者
は
可
能
な
限
り
ど
こ
で
誰
と
生

活
す
る
か
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会

が
確
保
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
い
て

人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ

な
い
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
推
進
会
議
は
サ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
部
分
を
削
除
す
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。

な
お
、
「
選
択
の
機
会
」
に
入
所

施
設
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
定
か

で
は
な
い
。

六
．
「
障
害
者
権
利
条
約
」
か
ら
見

た
障
害
者
支
援
の
課
題
に
つ
い
て

◆
こ
れ
に
つ
い
て
は

①
「
自
己
決
定
＝
自
立
」
と
い
う
こ

と
を
意
思
決
定
に
支
障
が
あ
る
人

に
対
し
て
も
簡
単
に
適
用
で
き
る

う
る
か
。

②
「
医
学
モ
デ
ル
」
と
「
社
会
モ
デ

ル
」
を
ど
う
考
え
る
か
。

③
「
合
理
的
配
慮
」
を
具
体
的
に
ど

う
考
え
る
か
、

④
「
家
族
関
係
」
を
ど
う
考
え
る
か

⑤
「
入
所
施
設
」
を
ど
う
考
え
る
か

⑥
「
政
策
参
加
」
を
ど
う
考
え
る
か

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
③
の
「
知
的
障
害
者

の
合
理
的
配
慮
」
に
つ
い
て
は
ハ
ー

ド
面
・
ソ
フ
ト
面
で
の
配
慮
と
と
も

に
、
知
的
能
力
を
前
提
と
し
た
入
学

試
験
、
入
社
試
験
の
見
直
し
、
例
え

ば
「
特
別
枠
の
設
定
」
な
ど
が
必
要

で
あ
る
。

ま
た
、
④
の
「
家
族
関
係
」
に
つ

い
て
は
我
が
国
の
障
害
者(

児)

施
策

は
か
な
り
の
部
分
を
親
に
依
存
し
て

き
た
。

そ
し
て
親
の
対
応
が
難
く
な
っ
た

時
の
た
め
の
入
所
施
設
＝
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
入
所
施
設
で
あ
っ
た

こ
と
が
入
所
施
設
の
扱
い
を
か
な
り

困
難
に
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
⑤
の
「
入
所
施
設
を
ど

う
考
え
る
か
」
に
つ
い
て
は
我
が
国

の
場
合
、
親
の
対
応
の
困
難
さ
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
入
所
施

設
の
歴
史
が
あ
る
に
対
し
、
北
欧
・

北
米
で
は
家
族
か
ら
引
き
離
し
た
教

育
・
訓
練
の
場
と
し
て
の
入
所
施
設

の
歴
史
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
脱
施
設
」
と
い
っ

て
も
、
社
会
的
な
位
置
づ
け
が
異
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
支

援
付
住
宅
な
ど
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。

七
．
推
進
会
議
・
総
合
福
祉
部
会
の

今
後
に
つ
い
て

◆
推
進
会
議
の
下
の
置
か
れ
た
総
合

福
祉
部
会
で
は
第
１
期
・
第
２
期
作

業
チ
ー
ム
を
設
け
「
障
が
い
者
総
合

福
祉
法(

仮
称)

」
で
全
体
的
な
検
討

を
行
っ
た
う
え
で
、
「
障
が
い
者
総

合
福
祉
法(

仮
称)

」
の
骨
格
を
８
月

末
ま
で
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。な

お
、
作
業
チ
ー
ム
の
報
告
で

「(

総
合
福
祉
法)

支
給
決
定
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
案
」
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
協
議
調
整
」
・

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
も
の
の

意
味
・
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ

と
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
位
置

づ
け
が
報
告
の
よ
う
な
内
容
で
よ
い

の
か
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
仕

組
み
が
本
当
に
全
国
の
市
町
村
で
で

き
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

(

文
責

神
奈
川
施
保
連)
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